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年に一度の感動を 目指し て

　 Life で は、 毎年１ 回の公演に向けて レ ッ ス ン を 重ねて いま す 。 こ れま で

に、「 ラ イ オン キン グ」「 ネバーラ ン ド 」「 M OM O」「 オズの魔法使い」 など、

名作ミ ュ ージカ ルに挑戦し てき まし た。

　 特徴的なのは、 親子での参加を 基本と し ている こ と 。 大人と こ ど も が一緒

に舞台を 作り 上げる こ と で、 世代を 超えた絆が生ま れ「 大人と こ ど も を 分断

し ない、 一緒に活躍でき る場を 作り たい」 と いう 思いがあり ます。

　 ダン スや歌が好き でも なかなかやる 場所がないこ と も。 Life では甲斐市民

を 中心に県内各地から 仲間が集まり 、 ミ ュ ージカ ルに打ち 込んでいます。

幅広い年代が集う 場所

　 小学生から 6 4 歳ま で、

幅広い年代のメ ン バーが一緒に演技やダン ス に取り 組んで いま

す。 年齢に関係なく あだ名で呼び合い、 年下でも 遠慮せず意見を

交わす――そんな風通し の良さ も Life の魅力です。

　 あだ名で呼び合い、 レ ッ スン 場には笑顔があふれ、 こ ど も 達が

走り 回っ て遊んでいます。

大切にし ているこ と

　 Life が大切にし ている のは、 他者を バカ にし ないこ と 、 誰かの

大切なも のを 否定し ないこ と 。 年齢や立場に関係なく 、 個人を 尊

重し 合い、 フ ラ ッ ト な関係を 築いています。 誰も が安心し て自分

を 表現でき る 場所を 目指し ています。

　 大人も こ ど も も 7 つのセク ショ ン に分かれて運営や舞台づく り

の役割を 担っ ています。 メ ン バー全員がそれぞれの得意分野を 活

かし ています。

人と のつながり 　
輪を 大切に 今を 共有でき るよろこ び
〜山梨演劇サーク ルＬｉｆ ｅ の挑戦〜

レ ッ スン前の円陣

発声練習の様子

特 集 輝く 仲間たち （ 第2 2 回）

毎回、 市内でがんばる方々に登場し ていただき ます。

今回は、 山梨演劇サーク ル Life です。
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甲斐市のメ ンバーに聞き まし た

舞台の魅力と やり がいは何ですか？

コ ーヘイ さ ん:

　 演技やダン ス がと にかく 楽し い。 プ ロ にな ら な く

ても 、 ずっ と 舞台を 続けていき たい。

さ と ねさ ん:

　 学校も 年齢も 違う 人と 友達にな れる 。 公演後の達

成感は格別。

ひかるさ ん:

　 親に連れら れて き たけど 、 演技やダン ス が楽し く

なっ た。 舞台の充実感は病みつき になる。

まり あさ ん:

　 ミ ュ ージ カ ルが好き だっ たが、 発表の場がなかっ

た。 学校と は違う Lifeは大切な場所。

かーか（ 代表） :

　 リ ア リ ズムの演劇。 役を 考え 、 理解し て 、 自分の

意識を 舞台に持ち 込むこ と がで き ま す。 目的を 持ち

続け、 常に考え 続ける ので と て も 疲れま すが、 舞台

後の充実感はこ こ でし か味わえません。

代表イ ンタ ビュ ー

今年の公演はラ イ オンキング

　 8 月1 6 日に「 ラ イ オン キン グ」 を 上演予定で す。 実

はこ の演目、 団体結成後初めて挑んだ思い出深い作品で

す。 原点を 振り 返る 意味を 込めて、 選びまし た。 前回は

人数が足り ずあき ら めた 場面も 、 今年はメ ン バーが増

え、 さ ら にパワーアッ プ し た舞台を お届けし ます。 世代

や経験を 超えて、 だれも が主役になれる Life の舞台を 皆

さ んも その感動を 体感し に劇場へいら し てく ださ い。

　 会場でマルシェ を 開催し ます。 公演が終わっ た後も 楽

し める よ う 考えま し た。 夏休みの1 日を Life と 一緒に楽

し みまし ょ う 。

甲斐市のメ ンバー

昨年の演目　 オズの魔法使い

ラ イ オンキングの上演は Y CC 県民文化ホールで

入場無料です

⬅ 予約フ ォ ームこ ちら

山梨演劇サーク ルLifeの

Ins ta g ram ➡


